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た弓I.本ーず． に` ' ..． 
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ょー対 ，別関 関 ル謀ヽ使河 ・ ・ e―--→ I 
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常五る る日
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最にを と が 防官フ局 ':ロ
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IJ
否

｀ 

•-、

ー

．
，．
 



. . '、 •,

j
 

33 
¥.. 

＾ 

の ・と人万兵年 し よわ協 しかのに

引右と員四カ度てしうが定終てく締至．

続のと四千はにいかな国．．そ戦いて結り

く長． な万名—· 始るし援のの後る一にか
援期つ二艦九る°な助防他の°九伴か

助防て千艇五六わがに衛に経 :Iつ る

の衛・い名十八カれら深力よ済 .. 六て方

如計ふに二年年ゎわく増り上 年 強・向

何画゜ •‘万日計れれ深強米財 三化に

にの年― •三本画はわ謝は国政 月． •さ対 ・
よ実次九千会を現れし不か．上 末れナ

る現 毎 六 九計策在はて可らの にた ・る

こは (l) - 0 年定防上い能供 •あ は゜努

と日増年 0 度中衛記る ．．で与ら 第終力．

は本強日屯末で増の°あさゆ ー戦は．

ぃ ．．経 ・の 本 、、まあ ・強防 ． つれる・ 表後・一

う済 詳＇会航でるの衛 たた困 に全九

まの．緬計 ・`空に°た力 で軍難・ 示く五

で不は年兵十 こ め が あ事に す 非 四

•も断第度力八のに充 ： る援際 自武年

なの 二 末は万計一分 ぅ助し 衛装．の ・

い発表ま航人画九で: . 0 が て 力化相

° ・展ので空 ‘に五な ：． わな‘ をさ互．

． 並 と に 機 海よ五 ・い れか相 保れ防．

． に土...増 - ．J:れ年こ わつ互・ •有た衛

．・ 米り強千 兵ば日と れた防 L わ 援

因でさ三カ、本を はな衛 ょが助

かあれ百． は陸会認 • こら授 ， 9国協

らるる機三上計餓 ．．0 ぱ 助 とは定
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, 、合と ・ をいと日あ る自日 ．；の米か

安致．と わ究 ると本りさ政衛本、し、国らわ

保ナをれ桓防にに ．‘ら府の国理政逐れ

条る且，わ的術か去ま ．にのた民上府次わ ．

約時的れに五、んけた六努め自有が撤れ

調期とば瞬 担がる、とカカの身益右退は

印がし現止金み物の年を軍のたのナ・(T_)
と ・

の到 て行 すを‘資計計容備責影米る計

際＼来事＼のな実米役画画易反任響軍と画

はし態安．．こ質国務に案な対で 、を・撤 と i
は

：非たを全と・的政のよはら論あ ・及退を．米

武も再保に に府調り日し者るぽの可国

装の検 l塚つ削歪達可本めのとナ意能が

化と 討 条 い 減行に能政‘．．る論とで志 ・..な 陸 ．

さ考す約てし 政 必 と 府 ．こ拠のあをら上

れえるに考 且協要なにとを充ろ明し部．．

たると・代慮っ定とる莫大除分うふめ隊

日°とるをかにす米大で去た°かるを

本．．．が新払かよる臨なぁし認 ．そにも手

は ．． 、な うるり円上財・ろま識れナの始

、 両防と分現経部政うたをはる ・とめ

集 国衛と担在費隊負 ．。国日 ・日な ，信と

団 ・ の条を金日をの担 防本本らじし

安 最約希借り本減撤を 計国のばて ・て・

-I全 高を望度が．、 少退課 画民国‘い米

保 の締すそ負せはす を匠土 ・一 る 軍

障 利 結 る の担 L 米も 推喚防般゜を

根 益ナ？もしめ軍の 進起 衛 因 若 日

構 に る の て、るがで すし、は民・し 本

・ •一・
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レつに＇危危に結 ・・リ 約みは A_` で政たに
スい関険険 ．ぁ国ッカ~ ＇ を 、六• T・ •あ府°ふ ・ヽ
.'・ てナ．匠．． な るが：・・ビ・か両現 ＇ヵ 〇 つ は さ け

ま責る対ら地西 ン`る国在年のた相らる
ず方規応の城太～新間の計．ち 、̀.0互に平

． ．自は定す：でに乎韓条に一画 ・るし的当等

＇̀：分同をる．あ 対．．痒 ．：国約・,締方の国か基時の
よ楓含行る・ナに・パは結的上のし礎の基
り ：．にむ ・勁． ． •とる． お中・ 米．：ナ安に軍なに新礎 ．．
一 考 ど を と武り国・国る全さ備が立憲を
穀え． ．と"••とを． 力. ． る等 ．：と視保らをら ． ·つ＇法有

． ＇， ．的らが ＇｀る~"・認に他立、：．ど．え ．運 ． 障に炭今軍のナ
．．． ．見れで ．と：・めよ；方の'.1.．が条増駕や事解る

•• .解るき ‘• と ， ．ヽるの間 ．云熟約強ナ日的釈パ・
i • ＂...—し． を．• ・かるドを〗：:そ· 攻 ＇ ．締 ．• `•四．＼•••し‘にさ ． ｀る本双と ． ． I . -

:， ・，・述否ーで宣：の‘翠・結締・・・ラ・・・て代れ軍は務財ト
・・・ ・ ペか··•あ．． 言憲・は国結• ．．叩いるよ事 ‘・ ・協致ナ・
： ・ た承 ．ろ．、•ナ法 ： 自の ・ 、さヤる双う力． 現定的 1

後薙うる上国・・領 ・む ＇．ヽ と互とを実を経と

・ ラし．．．． °. と• のの ：土 ： ズ ．1＝・ 考的し保に締済し
Fた．←笠手乎叉・・-0ュぇ基て有 N結的て
フい·とう＇ 読和は • る 1 . . る礎いしムす困 ・立
＊ ・．0 の趣に．• と • そ条．ジ．•• 9 0 にるて ．T る 難つ

. l. 基旨従・安の約 ・・＇．．．し 立とお 0・との地
・ド 本のつ全行に．．ラ ．・ • つとりま ．． ．と故位
議 的相｀てに政倣シ 新 に ま た が 匠 に ・

長 構互 ・共〗←ど管 ．ぃ ·・ド 防’か た は 不 ‘ な
を．． ．想防通つ轄各ヽ ． 術ん~: s可日か

. -L・.,.に術？・̀て下締 t:.・・ 条がれ E 能本つ
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的予結 ・でれ ・さな 用欲に自策 ・・て ＇

そ と 算 集 共あた昨れい現意しよ衛で日具

．． • こナ案し産ると日得か右がてつ軍あ本体 ・
でる ．にた党°と ．大・み＇と条あ 1いて-るの的

自あさ°労大に臣か思約るな置 6防軍 ．

分らえと晨臣‘が如．•うを°ぃ， き米衛事
はゆ反れ党は自共何 • °新 ． °.換国力問 ・

新 ・る対ら社ス分産か実条 在えは増題 ．

な 法 じ ら 会テは主がは約 ・日らそ強，に

条 案 た 法 党 I強義未新に 米れのにつ

約に ．°案は卜いのだし置 軍る軍応ぃ ：

．態 ・反彼は国メ印脅自．い き ． のに隊じて

．努対等憲家ン象威分条換， ＂減至特てコ ：、0

をしは法再· 卜をに等約え・少れ ，侭米 ••メ ・ ＇
真 た 米 調 建 で受対にがる ．にば地軍ン

に 。 国 杢 の 次け抗は受こ 応` ．、上をト

実 ． と会たの る ナ 明 け と じ ．日 兵 漸 を

行 ，．，、の怯めよとる確入を ．て本 ・カ次 ．し

性 協案 ，のう同上でれ考・分に ・カ；撤て

の 力‘基 に 時 の な．ら 慮 担兵不退も

あ を国本述 に 困 い れ す 金力必ナら

る 促防的ぺ憂難°支る ． のーを要る ．．う

ァ ． 進会法ら慮 •＊に 持時 ・削維とここ ・

・レ． す議案 れをつ を期 ＇．減持なとと

ン る法をた 抱 ＇ぃ 受は もナ．，りがに

ヂ • こ ・案葬゜いて け 尚 考る他ー米し

メ とをる ・た述 て早” 慮こ•も 8国た
・ン を含ぺ 次ぺ 実で ・ ナ ＇ と．•も本のい
ト 目 み< •第ら 行は るはのの政 ， •o
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あがるカ~固ば°はては．．．． 日多不とアか＄
ョ ・
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る ・；可 か し め 新自日い時本数・・ 確と ］ 否 け
p 

ヵ~能も今るな分本る間 ：国を定に ． のか I-'
< 

否で L、のにコは政防の会もな躊下に g

かあれ所従．1 最府衛問([.)° ?も躇につ直

疑るだそつス初が力.題 承 て の せ お い ・ロ

わ現いのて が か 今．のと認批にざいて g
1 

し在が1時再 ．とら ま 増 考 ．を．准移るて疑閤

.．．いの目期考，ら安で強え受さるを、を ．g

°時下はしれ保咸；をる‘けれと得安も
こ

勿・，期の来なる条し自°得合とな保た

論が所てけよ約てら自．；る憲をい．条ざ

； 何 •‘そいれうは・ 来：進 ・分か的欲°‘ 約る ， ．
れ安 れな ば注永たんは否基しわにをに

は保はいた意久こで日カ~礎 ．なれよ得す
現条明とらし的と実本即をいわるなる

在紛確思なてなを行が断有°れ既いた

の．．に でヽ うい来も過す安出ナ安は存°め

情変，な°とた ．の少 る 保 来 る 保 現 の 昨 に ．

勢更 •い． 近景 ·°で評と条なも条．、在関日必
はを？い初日は価と約いの約の係自要

変如非中力~本なすを ． の°では日を分な ．' .
化え友にらが ・くる希前しあ日米新の支

する好そ考自‘も望文かる •本関な得持・

るぺ分のえ衛時 の す．にし゜の係関 ・た が

も苔子時ての 機でる述と新議を係ビ得

の時の期い意がは°ぺの条会多匠グら

と期防がた志来な自・ら問約のと移チれ
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会るにと ＇にレ研の考 ．でてあば対対直光

を°強の行ス究中えあいるか坑処 ．．接

与今力協う しになろるが bすナ侵責

えこにカペ条てこけうの '‘でるる賂長

るこ、なにき約相のれ°でそあこ•こに官・ ・
こでり貢での互よばわぁ．のるとと対の

ど新且献．あ更 的 ・うなれるた゜かか．し述

と 9条つしる改基ならが°'めわ困，てベ

な約国得゜．・は礎切なれ現にれ難よ現ら

るに会る新現＇に換い’は態はゎ．でり条れ ．

°切の様条条立を°現勢武れあ困約る

新換支に約約つ行と行に器はる葉は所．

条え持なののようれの土が共°で有は

約・・るかり締子 ・り と は 不 い 必 産 現 あ 効 直 ．

とこ確又結想よは相完て要党態るて接

なと保共は．ゃしい考互全は 9でに勢と • あ侵
つはさ産・‘て案え防 ．な共あ対で考る略

てかれ王日い をて衛条産り抗ばえとに

•もえる装本る考い条約党‘し共る思関
共 ．つ時にが条えな約にに自．て産°う係

産て期充ょ件 出いで代対分戦党即°し

党共に分りが し°あつ抗はわのも自て

の産 行対 有達た防るてすそん勢共分い

宣 党 わ 抗 効 成い衛°新るの．．と力．産はる

伝：にるしにさ゜＼問 自 し 武．武す を 党 間 と

は乗ぺ得自．れ 題分い器器る．増の接思

変ずき，る由た をは 武を をも 大・宣侵う

らるで程諸と 充ー 器`失求のす伝喀か

な磁あ度国き 分夜をうめでる (IC.に ‘

．．．． 
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出が最 抗可共ナしられ自『 5.~で あ

来自悪条策能産共る 口ろ．．のは分;.?.'0 あ ろ

る已の約をと党産こと宣善~は 共るぅ

との事を講たの党と言伝良日ー産限゜

考力..態代じる宣のはわ＇をな本に党り共

えにとえ ． た ーで．伝宣容れ・ 骨国国よの •こ産
る よ言！なけあが伝易る抜民民・つ戦れ党

°つわけれる 成 ・はでできを全て術には

米てざればぅ功同なあに共体如は反如 ．

国強るばな° L 様いろし産と何条対何

は国を共らこそに゜ ・うな党しと・約 L‘な

四 と 得 産 な のの行 かけのて心 ．の米る

十な 9な党 ．い際危 わ 現れ宣の出条国条

数るいに。わ険れ 態ば伝反来項の約

カとが．対．． れがる 勢なか・応るを隷を

国＿＇・と ．―‘抗 わ増で のららが も変属結

と•を自出 · れ大ぁ ， ・下な守重のえ．国ん '

条忍分来 はしる にいら要でる家で
約つはな 共． こぅ • あ.,. . 0 ~ではこ‘で忍
をてそ v~ 産 れ ゜ ． ぃ •`あけあなとあ‘ .
結共 う と 党を ．． てなれるいーるそ

ん産は言 ．に制 はたばと° とれ

で党考ぅ ・対約 一．方 た 考 に非が

いと え こ
D ・ 

ナす ・・殺は．らえ ’ 已難米
る戦な‘と るる ． 国国なる ． す 国

がういで 有 ．こ 民民い゜ 1 る と
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い
る

0

わ
れ
わ
れ
は
国
、民
に
対
し
日
本
ー
が
再
ひ
平
等
に
な
っ
た
と
—

i
l
i
o

.

う

こ

と

が

言

．

い

た

い

の

て

あ

る

9

.

ダ

レ

ス
亀

共

産

．．
 
何

処

の

国

で

・

も

同

じ

こ

と

を

言

う

に

決

つ

て

い

る

。

フ

ー

フ

ン

ス

に

-
h

い

て

も

ド

イ

ツ

に

土

竺

；

条

約

の

形

式

如

何

に

か

か

わ

ら

ず

そ

れ

ら

の

国

が

米

国

に

隷

属

し

て

い

る

と

の

同

じ

諮

論

を

主

張

し

｀
て

い

る

の

が

実

情

で

あ

る

。

．

諏

光

日

本

に

土

い

て

は

若

干

事

情

五

違

っ

て

い

る

。

口
仮

令

共

産

党

が

同

じ

戟

術

を

用

い

て

も

そ

の

効

果

が

他

の

国

と

は

違

つ

て

い

る

。

新

し

い

条

約

を

採

・

用

ナ

れ

ば

よ

り

よ

く

共

産

党

の

宣

伝

に

対

抗

出

来

る

と

考

え

る

。

現

在

の

態

・

勢

で

は

日

本

の

立

場

石
、は

フ

一

ィ

リ

ピ

ン

台

湾

朝

鮮

と

異

っ

て

い

る

。

ダ

レ

ス

フ

ィ

リ

ピ

ン

と

は

軍

事

基

地

協

定

が

あ

る

。

9

日

本

も

フ

ィ

リ

巳

ン

:

同

様

の

協

定

を

欲

．す

ぶ

の

か

0

.

‘

.

.

重

光

フ

ィ

リ

ビ

ン

と

同

様

平

等

の

基

礎

に

全

け

る

菜

約

を

希

望

す

る

。

現

在

．

の

安

保

条

約

は

日

本

に

自

衛

力

の

な

い

時

に

出

来

た

も

の

で

あ

る

°

然

し

今

一

，
 

、．

ヽ．
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｀ 重． ・ ダ重 ダ

い い 光 で に日はの対と問レ光年充レは

たる． •あは本条宣ナの喧・ ス ・経分ス日

いに自る同が約伝る関 ，は しつな 本

°過分程情 充をが長係何現かて自しは、

ぎ は 強 的 分今変年か時在しか衛か自

た 将力 で自直つのらこの共 9ら力し術

・ い来であ衛ちて経今れ • 安同考がそカ
°条ぁ （る力に来 ・験直を保防え出のを

自紛る° を更 ．≪るかち更条衛て来自保

分を ’ こ自有改とらに改約態• も・ ・た衛有
は作と、分 ナ ．ナ考見こす ・'は 勢 ・よ時力し

ーるははるるえてれ，る暫はいにはて

． 夜た憂 ．日にとる ‘ をか定． 今で考． ア •い
・．ーに め 慮 本 至いの条行と的かは窟デる

しににの つ う は 約 ぅ い な ら な す ク 。

． て今耐 ・現 ・た譲イを様う '•も・ 考い ．． れ工
条かえ情時 論 リ 改 述 こ の え か”ば 1

- 約らな• に期にュ変ぺとでら°． よト
． が 研 ．ぃ土に．は ．． I.すらであ・れ ・ いで

代究．： ：0 い条イジるれあるる では

え• ・す て 約ンヨこるること はな

らる ・ 野のプンとが¢と思 な い

れこ ・ 党 更レとに自貴に？ い。

る と の改ス考よ分汰：異゜＇、 か従

とを 妨 をさえつの臣存 、つ

は提 ’害計れるて共はは ・ 例て

思案 がるた ．°共産共な え条

つ し ・ 可こい自産党産い ・.． ば 約

て、て 能と°分党に党 ・o 三は

、..

• I 
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ク． ． ・ 重ダ． 、

て土つ る題・レの 来 を て の編れ光ペレ

其い条とにスたた検い防で成の ． をス

にて約思つ め こ 討 る 衛 今 す 義 現 で

自日-のう V-' 日にとす',0・増かる．袴在ぁ条

衛本 準 ° て 本協にる一強らこでのる約・

カ国備 はの力同時方計検とあ安゜更'’

を民は ラ防願意期新画討をり保 改

有のー ド衛いさがた完’も提必条 の

す支日 ！ フカ た れ 来 な 遂 始 案 ず 約 基

る持で すを い な て 基 に め し`実態・礎

軍のも I 増゜・いい本はるて行勢 と

隊下出 ド強 こる的三のいしに ・ な

をに来 誨す ’ と と 椿 年 が る た 去 ・る

作たる 長 る ． に考想又よの．いい ペ
るさと の問 はえのはい．で゜て．． ．き

意る思 意題 ・失る下そ ．と お し 自 条

志ぺう 、 見に 肇？に・れ思つか衛 件

を，． 逹．，P.，をつ を貴条以う ・てし力 を

創で必 言い ．禁長約上°‘同増 今

りあ要 わて じ官のを そ• 9時 強 か'

上るな せ話 得が態．： 要 ：．れにを ら

け ：°準 ・てを ．な条勢す に安行 創

る問備 貰 9．し・ い約をる ・ は 保、う ． り ・'

か・廻は えた ． °更改が ・時条こ 出

とは日 ， ばい 将改善硫 間約と す ・_

い如本 有° 来のす力 ． を態は 様
う何自 益 •こ の時る努 要勢わ 努

こ に体 での 改期こカ ナをれ 1 カ'

としに あ問 ・ 善がとし ，・ る再ゎ す

•' . . 

，． 

ヽ

‘
 `
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そ

の

時

期

を

早

め

た

い

と

思

っ

ズ

い

る

の

で

あ

る

。

そ

れ

は

結

構

な

こ

と

で

、あ
る
。

ラ

ド

フ

す

ー

ド

貫

方

の

六

ヵ

年

計

画

に

つ

い

て

コ

．
メ

ン

ト

い

た

し

た

い

．o

し

政

治

問

題

に

触

れ

た

場

合

は

私

の

個

人

的

意

見

と

考

え

て

頂

き

た

い

。

こ

の

計

画

は

日

本

の

安

全

保

障

の

た

め

に

は

充

分

で

た

い

と

考

え

る

。

こ

れ

は

米

国

の

援

助

へ

の

依

存

を

前

提

と

し

て

い

る

．，0

在

日

米

軍

の

半

分

は

後

方

補

給

部

隊

即

も

テ

ク

ニ

シ

・ヤ

ン

の

グ

ル

ー

プ

で

あ

る

。

戦

斗

部

隊

は

撤

退

．

出

来

る

と

し

て

も

日

本

側

の

計

画

に

は

補

給

部

隊

の

各

積

施

設

を

運

営

す

る

人

員

が

含

定

れ

て

い

な

い

0

日
本

0

制

服

の

人

に

は

必

要

性

を

承

知

し

て

い

・
る

、が

問

堕

は

か

れ

ら

が

充

分

な

計

画

を

立

案

す

る

こ

と

を

許

さ

れ

て

い

な

い

こ

と

に

存

す

る

。

要

す

る

に

未

だ

米

軍

と

全

面

的

に

交

替

ナ

る

に

は

不

充

分

で

あ

る

。

米

国

と

し

て

は

軍

事

的

立

場

か

ら

も

兵

員

を

本

国

に

帰

還

生

し

め

る

こ

と

を

希

望

L
て

い

る

が

、

そ

う

す

る

こ

と

は

現

状

に

去

い

て

は

未

だ

危

険

で

あ

る

。

後

方

補

給

部

隊

は

海

空

軍

に

つ

い

て

も

同

屎

で

あ

り

撤

退

を

約

哀

ナ

る

こ

と

は

出

来

な

い

。

．

．

要

ナ

る

に

戦

斗

部

隊

は

別

と

し

て

補

給

部

隊

・:

壻

強

す

ぺ

．

き

で

あ

る
0

補

．` 
で

あ

る

。

重

光

ダ

レ

ス

． ． 参 •

<.

1
,
 

.

.

.

 ＜

1
.

＇-

曇

一

......
 
1
9
 .
 

• 
,
 

••• 

• 
.. 
,.,
• 

・1
1

l
1
.‘·~ 

下ヽ—— .. 

但
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給
部
隊
を
維
持
す
る
能
力
は

‘

•
N
A
門

0

ヤ

． s．

E
A
T
O

諸
国
に
比
し
、
日
本

の

方

が

大

で

あ

る

と

考

え

る

0

日

本

は

産

業

的

一

に

も

経

済

的

に

も

こ

れ

ら

の

国

に

比

し

強

大

で

あ

る

0

日

本

の

計

画

は

控

え

目

に

過

ぎ

る

の

で

未

だ

撤

退

は

出

来

な

い

0

今

撤

退

匹
I

、
来

る

と

い

う

こ

と

は

オ

ネ

ス

ト

で

も

な

け

れ

ば

良

心

的

で

も

た

い

9
.
.
.

.

.

し

か

し

自

衛

力

の

増

強

に

応

じ

て

兵

力

削

減

を

現

に

計

面

し

て

い

：
る

こ

と

を
申
し
上
げ
た
い

9
過
去
に
土
い
て
も
日
本
の
増
強

•
b

早
い
速
度
で
米
軍

を

削

減

し

て

来

た

。

”し

か

し

戦

斗

部

隊

と

補

給

部

隊

は

区

別

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

0

又

陸

軍

の

補

給

部

隊

は

海

空

特

に

空

軍

の

補

給

の

主

力

を

担

当

し

て

い

る

0

又

空

軍

施

設

の

防

空

も

陸

軍

が

担

当

し

て

い

る

。

．
現

在

約

七

万

の

．

．
陸

軍

中

約

半

分

が

補

給

部

隊

で

あ

る

。

結

論

と

し

て

日

本

の

計

画

は

均

衡

が

．

と

れ

て

い

た

い

9
(
n
o
t

.w
e
巨
r
g
n
d
e
d
)

... 
`` ＇,. . -

.. -・ 

., 
、-

,. 

-

‘・ 
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ロ璽

パ光
l, 

トし

ゾか

ン り
．勺

ト

ッ

r‘ 

ロ

ノ

ー

゜

Arノ

重

光 .‘
 

ロ

ノ

•
9
9

ー
ー
．

9
,

9
.
，．1
.
1・9
9
..

.

 

• 

重 口 重 デ

る 光 す 使 共 パ 光 ド

° る栢飼 I フ

こ事東委卜協＊現日

(1) が軍員、ノ誤 l在本

様有司会ンがド方が

存益令を よ で捕
委で官作日り協行拾

員あをれ本海霊わ部

会る代ばの足はれ隊

はと・表 有 自 存 行 て を

匝考と益衛もわいも

府えしで力のれる整

レるたらのにて協備

ヴ 、〇いる規な，・.い裳す

ロ．と模るるにる

委考‘様がはこ

員 ・え補努活満と

会る論力足足・に

は ．o.部し L Lっ
最 米 隊 た て て い

高国 の い い ・いて

レ側整゜ななは

ヴ と 備 いい協

.＝ L等 。の誤‘

・ルてに ．かし

の は つ °得

も・在 き ． る

の日日 と・

と大米 思

な

＜ 

単防

に衛

勤当

告局

日を者し

• 本行がか・
I側 う適ら

で諮当ば

メ問と日

ン機考本

パ 関 え側

1 とるは

をす°誰

決れ叉 を

めば協代
次有誤表

第益は に

協 で 政考急

議：あ府え

はるをら ・

始 と 拘れ

め 思束て

ら うすい

れ°る る

る もか

と ・の ・ロ

思で

ン

ー

ト

ソ

ン

．
 

．
 

重

光ぅ
p

主委

と員

し会

ては

防同

衛時

上に

の条

条約

件に

につ

っも ・

ぃー文
て検

協討

・諾し
すて

るは

も如

の何 ・
．で

条 ・

約

『

ル

の

も

の

で

な

い

方

が

よ

い

と

考

ぇ

＇ 
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帝

行

場

拡

張

の

必

要

性

に

つ

い

て

も

っ

と

国

民

に

説

明

を

行

い

、

行

ー

政

協

定

の

莞

務

匠

止

ら

ず

日

本

の

防

衛

上

必

要

で

あ

る

こ

と

を

一

層

強

調

す

る

必

要

が

あ

る

0

反

対

遅

動

に

は

対

策

が

必

要

で

あ

・る

が

米

国

側

で

出

来

得

る

室

＿

、

は

捩

助

し

た

い

。

，

＇

霊

光

米

国

は

反

対

運

動

匠

対

し

て

蓄

察

力

を

使

う

事

を

望

ん

で

い

る

か

。

グ

・

レ

ー

説

得

が

望

ま

し

い

と

考

え

る

。

．

、

霊
•
野
後
治
安
維
持
｀
に
必
要
存
法
令
は
撤
廃
さ
れ
取
浣
の
た
め
紀
•
新
な
立
法

が

必

要

で

あ

る

が

、

社

会

党

が

反

対

す

る

の

で

殆

ん

ど

不

可

能

で

あ

る

。

．

•• 
f
 

グ

レ
ー

い

る

の

で
あ
る
。

．
 

9
1

1

 

.• 
，＇19
1
 .. 

'

』

・

9
9ヽ
ー
1
,
．

．
 

，．
 

そ

の

も

の

い

て

は

考

え

て

は

早

め

る

こ

と

匠

な

る

と

思

う

．o

重

光

し

か

ら

ば

条

約

は

在

日

大

使

と

話

合

う

事

が

出

来

る

と

思

う

。

・

』

ー
ト
ソ
ン

L

か
り
但
し
時
期
を
待
た
ね
ば
な
ら
存
い

•

O

”、
口
．

グ

レ

ー

固

防

省

は

飛

行

場

拡

張

問

題

匠

つ

い

て

｀

心

配

し

て

い

る

。

日

本

側

が

計

画

に

同

意

し

た

こ

と

は

エ

ン

．

カ

レ

ッ

ヂ

ン

グ

で

あ

る

が

色

々

反

対

運

動

の

あ

る

事

は

デ

ィ

ス

カ

レ

ッ

ヂ

ン

グ

で

あ

る

。

i

重

光

自

分

は

こ

の

様

な

反

対

を

抑

え

る

方

策

を

立

て

る

た

め

に

米

国

に

来

て

． •-＿ 

に

つ

(＇. 

い

な

い
．
が

条

約

に

つ

い

て

話

合

う

時

期

を
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我

々

は

も

っ

と

背

後

の

力

を

固

め

る

必

要

が

あ

る

c

政
治
力
が
必
要
で

•

あ
る
。

武

等

が

必

要

で

あ

る

。

と

の

武

器

は

自

分

の

提

案

す

る

防

衛

の

新

椋

構

で

あ

・

る
0

共

産

党

に

対

坑

す

る

紀

は

力

が

必

要

で

あ

る

。

．

ロ

バ

ー

ト

ソ

ン

こ

の

摂

な

問

磨

に

つ

い

て

も

協

謡

出

来

る

と

思

う

0

グ

レ

ー

氏

は

一

般

因

民

が

充

分

瑳

解

し

て

い

な

い

と

思

う

の

で

国

民

に

対

ナ

る

啓

発

を

望

ん

で

い

る

。

：

重

光

国

民

は

眩

府

の

言

う

事

に

耳

を

か

さ

な

い

。

晉

察

力

を

用

い

ね

ば

な

ら

ぬ

が

こ

の

事

は

左

翼

の

乗

ず

る

所

と

存

る

。

し

か

し

飛

行

場

拡

張

は

約

束

し

た

こ

と

で

あ

り

政

府

は

必

要

に

よ

り

強

権

を

使

用

す

る

決

意

で

あ

る

。

反

対

は

強

大

で

あ

る

が

genuine

・で

は

な

い

。

共

産

党

に

対

抗

す

る

た

め

に

武

器

を

求

め

た

い

。

現

在

の

方

式

で

は

寧

慈

は

悪

化

し

を

く

と

も

改

菩

は

さ

れ

存
い
、
で
あ
ろ
う
。

・

レ

ス

共

同

雰

員

会

は

こ

の

様

な

問

題

の

解

決

匠

も

役

立

っ

と

考

え

る

●

条

約

の

問

題

は

準

備

が

出

来

た

後

協

誤

す

れ

ば

．

よ

い

と

思

う

0

.

..

重

光

現

在

の

方

式

を

そ

の

ま

ま

維

持

し

ざ

？

と

い

う

考

え

で

は

共

同

委

員

会

・

も

困

箆

と

な

る

°

.

共

産

党

匹

対

抗

す

る

こ

と

が

条

約

更

改

の

．
唯
一

．
C

.."・ク• r 

• レ

ス

. —•-·· 

＾ 
..・

， 

理

由

で

あ

る

な

ら

.、.
_
,
9
9
..
 

-•9 

..
 ，＇, ..• 
，
 

ー
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ダ重
な 1 るレ光昨力当す性りし一保とたば

れム°ス 日が．にるをと，の護をい失

ばー→ 長の存米と否す米途さ云°礼

共と来否官大い因とすrる国はれい共を

産云 • 国‘は臣°ををここが’て｀産頴
側わに上私め日援望とと自マい各党 ・み

がれ支くの話 本助んはを・由グる国はず

侵て配諒云をはすで駄国陣サ• •国 の 集そ
入ぃ ！解わ聞団るい目民営イの孤団れ

しろ百しんい内ころで• にのサみ立保は
て°且•てとて ． の． と°あ知指イが ．化障全
来我色いす憂態が提るら導•安を機 • く ．
る々 るる慮 勢出・案°せ勢ア全ね需誤

でが °所しを来さ ．もるカデてらにり

あ全さ米をて立 るれ とこ でナ あつ、入
・ ぐ

ろ郡れ国諒いてのたよ ．とあをるてつ g
う本では解る直か条りでりア 0 ¥;:) -t ~ 
9 •国い何さ°さ°約何あ米 1 共るい百．

・ •O 
自にる処れ・ な末の時る国の産・°る品

由引←でて けだ下のとの如党相• 国
諸上 ‘ーも ．い れ日に日考援くの互匠

国げア后Iii- ば本土~かえ助栄宣防対で
は安メじい なはい条るを国伝衛し • • あ

夫全り経° ら相て約°受と.V( 取てる
々保 力験 ・ な互 ...の米け進対極もと

単障ン．を ． い防日屡国とん抗侭固甲 ・

独がゴし • • °衛本がのれですこ様し

でな I て 私のは実重．を協るつの上

はくホぃ ・ は能本現要：誇力唯てこげ ・

.. i
・

・

ー

i
'1
・19
,
.• 

‘, 

•

~

• 

9

.
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今
日

{-
P全
に
狭
立
●
国
は
存
い

｀
，
0

ナ
ペ
て
相
互
依
存
関
係
（
苔

t
e
rー'•

d
e_p
e
n
d
e
n
c
 e
)
 ~
立
つ
て
い
る
。
日
本
図
民
も
相
互
依
存
関
係
を
容
認
し
な
け
れ

ば

な

ら

な

い

。

し

か

ら

ざ

れ

ば

孤

立

し

て

次

は

本

当

に

狭

立

を

失

う

で

あ

ろ

。
よっ

重

光

現

条

約

の

立

前

は

日

本

が

自

衛

力

を

も

た

ず

米

国

陀

対

し

て

●

担

金

の

・

P

み

を

払

う

こ

と

と

オ

ー

っ

て

い

る

。

従

つ

て

国

民

は

こ

の

様

存

事

態

の

下

で

は

・

真

の

独

立

国

家

で

は

な

い

と

考

え

て

い

る

。

｀

．

．
．

”

ダ

レ

ス

日

本

の

防

衛

力

増

強

米

軍

の

削

減

に

応

し

て

分

担

金

を

涙

額

す

る

こ

と

は

米

蕊

と

し

て

容

認

出

来

る

。

、

―

ダ

L 

ス

,．,
 ．．．
 
こ

..... 1
1
,
 

9•9

9
1, 

．．．
 
1
9
 

自

衛

4
；

る

能

力

は

な

い

。

問

題

の

解

決

は

共

伺

(
p
a
r
t
n
e
r
s
h
i
p
)

!::! 
~
る
｀
。
各

国

が

共

通

の

目

的

侭

貢

庶

す

る

と

と

匠

あ

る

6

か

く

し

て

始

め

て

事

態

は

改

菩

さ

れ

る

。

重

光

日

本

は

自

主

的

立

場

に

お

い

て

協

力

せ

ん

と

す

る

も

の

で

あ

る

。

党

け

日

本

が

米

国

侭

利

用

さ

れ

．て

い

る

と

宣

伝

し

て

い

る

。

ダ

レ

ス

彼

等

は

何

処

で

も

同

じ

事

を

一

玄

つ

．で
い
る
。

．

璽

光

現

在

の

ま

ま

で

は

日

本

国

民

は

独

立

を

完

成

し

て

る
。

い

な

い

と

考

え

て

い 共
産
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99.,．
ー

重 ＇ダ重ダ重 ダ重ダ重 ダ重

光出レ光レ協光持レ・光さレ光とレナ光

来ス ス誤 出 ス ・ れ ス がス・る

米る 自 ・ 出し来 そた しで と日

国と
~ 

そ喬憲来かる自の場日かき自と本

の云れで法るりと分様合本り、る衛にの

楊 うは あが ゜゜いはなはは‘℃・カ応自

合事 ・全るこ 自う 8 場ど米日現がじ衛

協はく限れ 衛、の本合う． •国本環完てカ
誤知新 ！り を が が の は か を は 涙 備 現 は

をらし協貯 ・目 そ 憲 協 ° 守 自 下 し 在 既

要ない誤さ ． 的の法誤 るら に 意 の 匠
ナか 話がな で 綬 は を こをお法機組

るつで出け なも日す と守いが講箱

かた 、あ来れ け 広 本 れ が る て 改 を さ
.0 

ょ

． るるば れい自ば 出と相 •正改れ
． ° と 意 ば解体ょ 来と互 ．さ．め て

日 の味 な釈を ¥,I::. .るが防れるい

；本我が ら ． だ守° ・ カ~出得t れべる

' が 々 な 在とる ．° 来 条 ば き ゜

協ーのい い 考 た ・ たる約始で日

誤解と が え め と°がめあ本

に釈思． 兵てに え可でるが

依でう 力．いの ば能新と既...

っあが (1). fこみ グ で事考 f/C.

てる如使。 防 ヮ あ 態 え 自

海°何用 ・衛 ム る と る 衛

外 ° ・に力 がかい •°力
出 つを ・ 攻°うを

兵 ．・ き保睾 こ有

.,,.. 

．
．．
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レ

要

L
．方

い

。

重

光

日

本

は

海

外

出

兵

に

つ

い

て

も

自

衛

で

あ

る

限

り

協

漿

ナ

る

こ

と

は

出

来

る
0

日

本

が

こ

れ

を

承

認

す

る

か

否

か

は

別

で

あ

る

責

方

に

お

い

．て

は

固

意

さ

れ

な

い

が

日

本

は

既

に

防

衛

力

を

有

し

叉

こ

れ

を

更

に

増

強

ナ

る

こ

と

に

つ

い

て

協

誤

ナ

る

用

意

が

あ

る

。

我

々

は

日

本

の

立

場

に

つ

い

て

考

慮

が

払

わ

れ

る

こ

と

を

期

待

ナ

る

。

責

方

と

対

等

の

立

場

に

な

る

事

に

つ

s
．て

考

慮

さ

れ

た

い

0

現

条

約

は

対

等

で

な

く

米

国

に

依

存

し

て

．．

い

る

。

わ

れ

わ

れ

の

希

望

は

平

等

の

立

場

で

米

国

と

パ

ー

ト

ナ

ー

と

な

る

事

で

あ

る

p

貢

長

官

は

未

だ

時

期

で

な

い

と

云

わ

れ

る

が

昨

日

の

会

談

で

述

べ

て

．い

る

と

土

り

自

衛

力

の

完

遂

に

邁

進

ナ

る

決

意

で

あ

る

0

防

衛

問

題

に

関

す

る

共

同

委

員

会

．の

提

案

を

も

受

諾

ナ

る

用

意

が

あ

る

[

ダ

レ

ス

．
我

々

は

共

通

の

考

え

方

を

共

同

コ

ミ

ュ

出

来

る

と

思

う

。

一

直

光

我

々

は

平

等

を

欲

す

る

。

ダ

ス

-・ 

“
.
 

．
 

99
 ...
 
`
9
 ..
 
,
 ．．
 

｀
 

•••..• 

1

ヽ

ー

・
‘

•
•
9
9
,
.
.
.
9

i
‘

`
,
.

｀

,
＇

_
,

1

・
ー
！

， 

ヶ

に

お

い

て

何

と

か

表

現
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ダ

ス

自

分

は

安

保

条

約

が

半

独

立

を

規

定

し

た

と

云

う

屏

釈

に

は

同

意

出

来

な

い

e

条

約

は

常

に

主

福

を

制

限

す

る

も

の

で

あ

る

が

、

こ

の

事

は

従

属

性

を

意

味

す

る

も

の

で

は

な

い

P

勿

論

乎

等

で

は

な

い

b

完

全

な

平

等

は

不

可

能

で

あ

る

0

日

本

が

禾

国

の

防

術

に

当

り

得

る

時

期

が

来

る

迄

は

真

の

平

等

と

ゆ

う

事

は

な

い

で

あ

る

う

9

.

重

光

諸

国

の

関

係

は

理

論

上

平

等

で

な

け

れ

は

な

ら

な

い

0

.

ダ

レ

ス

・

日

本

は

完

全

な

．．
 
主

塩

国

で

あ

る

点

に

お

．．い

て

何

れ

の

国

に

も

劣

ら

な

．
．

い．

o

不

乎

等

の

取

被

を

受

け

て

い

る

と

考

え

る

の

は

誤

．り

で

あ

る

．o

蓋

光

安

保

条

約

の

も

と

で

は

平

等

の

取

致

を

受

け

て

い

た

ぃ

・‘°

毎

年

分

担

金

の

交

渉

を

し

な

け

れ

は

な

ら

な

い

．a

・

ダ

レ

ス

そ

れ

は

甚

だ

遠

撼

で

あ

る

。

何

と

か

そ

れ

は

避

け

．ね

は

な

ら

な

い

。

し

か

し

N

A

T

O

諸

面

に

苓

い

て

は

毎

年

十

，
二

月

各

国

の

寄

与

す

ぺ

き

兵

力

に

つ

い

て

交

渉

を

し

て

い

る

の

が

実

．惰

で

あ

る

。

、
こ

れ

は

相

互

安

全

保

眸

に

は

つ

き

も

の

で

あ

る
•• 

o

こ

れ

等

の

交

渉

．．
 
て
よ
．
り

自

動

的

に

認

和

的

に

行

う

様

．

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

•

N
A
T
o

．

臨
．．
 
函

と

の

交

渉

は

矢

張

り

不

愉

快

な

も

の

で

あ

る

。

し

か

し

こ

の

交

渉

を

全

然

な

く

し

て

＇
し

ま

う

事

は

出

来

な

い

。

ラ

ド

フ

元

よ

り

日

本

の

防

衛

増

嘩

に

応

じ

．て

分

担

金

は

削

．
滅

し

な

け

レ

ォ

ー

ド

］ 
•ー·， 

•• 

,
-―

j
-

9-↓
↓
一

「

t
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I -・ 

ミ

I 

れ

は

た

ら

な

い

。

共

同

委

員

会

で

協

謡

す

る

こ

と

が

適

当

と

考

え

る

。

直

光

．．
こ

の

委

員

会

を

追

じ

分

担

金

計

算

の

基

礎

に

な

る

資

料

と

し

て

在

日

米

早

し

に

関

ナ

る

惰

報

が

欲

し

い

p

.

,
'’

,

ダ

レ

ス

）

そ

れ

は

委

員

会

を

通

じ

話

合

う

事

が

出

来

る

と

思

う

。

重

尤

今

迄

の

長

官

の

主

話

を

個

い

そ

の

意

図

す

る

所

を

r
e
c
a
p
i
t
u
l
a
t
e

す

る

．

と

と

ん

な

も

の

に

な

る

と

思

う

が

如

何

9

•• 

第
一
に
、

．
貨

長

官

は

新

防

畜

条

約

を

直

ち

に

締

結

す

る

こ

と

は

時

期

尚

早

で

あ

る

と

云

わ

れ

た

が

、

自

分

は

原

則

論

と

し

て

は

、

貢

長

官

も

同

意

さ

れ

た
も
の
と
了
解
す
る

•O
`．

第

二

に

、

他

方

日

本

の

国

内

情

努

上

‘

]

相

互

的

羞

蕊

に

立

つ

米

国

と

の

新

．．

防
喬
条
約
に
基
く
防

．術
機
．常
．の
蕊
立
が
不
可
欠
で
ぁ
る

•O

.i

.

第

三

に

、

以

上

に

姦

み

、

自

分

は

日

本

の

．防

面

力

が

因

防

の

為

這

切

と

見

i

ら

れ

る

規

模

に

到

達

し

次

第

に

、

・

現

行

安

保

条

約

に

代

る

ぺ

き

新

た

相

互

防

・

．

術

条

約

の

準

備

．の

為

の
・、

作

莱

を

直

ち

に

開

始

す

る

こ

と

を

提

案

す

る

a

.

•

第
四
に
、
こ
の
様
な
作
業
は
通
常
の
外
交
々
渉
を
通
じ
て
継
続
さ
れ
る
も

．

の

と

す

る

。

・
ダ
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書

き

物

で

検

討

し

た

い

（

注

、

之

は

改

め

・て

書

き

物

と

せ

ず

亭

務

当
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れ安いレい の •来て·と幸にる脊更 ・ 局

は保るスと共問る経な進保゜威改．ダで

ナ条° 考同逗事済るナ守そにすレ相

ペ約こ私え委と態安°る合の対るス．談・

てののはる員しと定冥こ同為 L．と 長 の

..禾締為旧の会てな対 •••のと‘ rとに対云官上
国結に本でを可れ共珂が努は抗わが合

が ．、米が禾．迪 能 は 産 共 出 力 嘩 す れ 現 意

白ガ国四国しと当完産来し力るた在の

本フ、は界側て・な 然 手 克．． ‘てな為事の赴

が卜全の．の充つ禾段ヌ寸 ．経 ¥r::i安のに安旨

再加力頭了分て軍も策済る定根感森を

び入し出梢意界の可は力 ．0・政本郡粂 ・コ

頭のてとを見る撤能政のこ滋対す約•ム
函援来し・求を°..'送と治増れが策るは

と助たて ・め交 並 な 勢 垣 が 必 は ° 留 二 ．

しも 9゚ • ([)従挨 び つ 力 に 完 姿 国 外 定 ケ ・

てなそ地来 ．L...に て の 応 成 な 民 袴 的 に

正 ・さう位と我 咲来結じすの生大な盛

当なでに変万 在る築てれで活臣もり

なかなっらの の ° で 自・• はぷあ晨 (l) ([)込

地つけくぬ考 条従あ面·、経つ•• 生言でむ '
位たれこ助え 約つる力 ．済て活わ逗と

にではと ．力方、、ノ のて°の計我の ・れ当 と

復あ援ををを 改 ・こそ増画々
安
定るなと -.

帰 ・ろ助期望笑 正のれ源をはが共時し

す・ う •も待み現 も事にも有今第産期た ．

る° 生 し 度 し 現がよ可 ・カ＇真王完． に •ロ ・
••• ここ． ず ． て． 唸た．笑出つ能に創ズのは

ユ

， 

.. •···. 
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散 ． 韮 ．． ． ，

、会当る斗光こ米拳かをかい じがと

8, <D わ び国をら尽ら .0 米 得 当 を

のでん我てに望もしず今国な面望”

プわと々は背ん月1得 ・変日はいのん

レるナは い を で 上 る 化 日 か ・，°問で

°る共け戸」いげ日し本つそ題い

も定なけるたの‘のてう・をる

． の主いて゜い到日幕日ゆ解 •か
で袈 ・°は日 D 来本飯本う決ら

あ者我そ 本`唯すはがが事すで

つを々れが今ろ日困頭はる-あ

て喜はは世日畢本難国な喋る

そは脳出界はを自でとい一゜

のせ謝来のそ期体あしとのし

たるさな主れ待のるて自逼か

め考れい要がすみ ．と復分でし： •
にえたと国出るのと帰はあ禾

こはい思と釆°たはす信る因

毛毛 と う な な 我 め わ る ず ど に

・条頭思 ° る い 々 で か と る の 反

約なつ日こ•. °はなると°考対

のいて本とそ引くがを ・ え の

吏°ははをの上他‘邪 ．方立

改 我い共望日げ国と魔 ・vc場

を々な産んがたのの L． はを
た

求はい主で早．い為事 ・こ 憂と

め 彼°装いく ．0 に態と 慮る

て等 者る来台もはは をこ‘

ぃと にがる湾力遠な ． 禁と

ス

レ

リ

ー

ぞ

（

別

紙

口

彦

照

）

-.・-

に

つ

ぃ

●

打

合

せ

午

后

五

時

半

・

ク

， 
.. 
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昭

和

三

十

睦

上

自

衛

賑

印

后

衛

官

人

負

E

編

成方

面

昧

司

令

都

・

管

区

隊

戦

斗

団

．

-
、
海
上
自
衛
隊

印

自

術

百

人

負

匂

船

庭種

類

第
一

・表

・

一六八五凶

数

益 ．． 

二

0≫
-—六ニ

， 

三

八

八

ー
五

0

、
0
0
0

一

年

三

月

末

に

去

け

る

自

窃

朕

兵

力

,t
 

， • -. 

,. 
．． .'. ,・ 
: '.;. 

;. ．．· ---· 一• 一—· •. - -
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航

P S ・p A P 種空臨合団 1日 M• L C M M A 

V 55 5 D 2 類揉屯計 S 駆$s、L L S M. 

2 瓦 V 致 ゑ s ̀ B S 

・倍 • L 

梨

ヘ
• l 

二数

七 五 ・八 二囮最

七五 四五

五九ニー四 o-
．ヽ

三 ＿

‘
 

“ ． 

:,． 

0

0
屯

， 
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人

員

り

L 

I・硲 T

ダ ・計計 33

I 
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芸

回印航

航自空

T O E 種空衛自合 B

34計 46 86 類衷官衛計 • E 

I ． 人隊・.. L 

員• L 

J

R

B

 

＾ 
二
、

四三．．

ー ．四六五二七

七七八六三〇六

ー五数

囮、羞
八

三三［四
9 、

三

五

0
勺

五

0

0

｀ 
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｀ 衛庁試案

区分 ・

云心自 予備自衛官
_ .！」● 99 9 . ．．． 

年度未就航

形鶉嘩

航ぎ・機
リコプ

...(}. . 

”i'••—r 
実・:用檄Jm・_ 

2 9 

防衛力．整備計画防
• I ., 

3 o・ I 3 i 
I 

3 2 「53 3 4 3 5 

第二表

3 6 

.・・1 ;3万
1万

oっ：5万

1 5万
:i. 2万

5万

1,6万
~3万
.o、0万

万
万

7

4
,.1
 

ュ4 1.....,万

万
万
万

8

5

2

 

1

r
r
 ,＇ 

管区隊6
i. 

I 
,-1 

機甲隊4

海
上
自
衛
隊

66_ 09」

五
5

坦

自
，術

隊
．，．
 

．．
． 

」
2
 

4
,9i 
16  

習 扱 1 8 3 

.'1o. 

3 4 7 .4-~ 9 
． 

• -

えられ2

ふる）

0 '但じli'86}j'...＂9.;..553-Aの生産（に関する
,.. ・'° 日平負担部分を逐次増加する ' 

t ・ 

1 3 9 
B) ． 

3 :3 2 

4.'14 

1 5 6 

〇’， 

6 1 6 

4 9'8 

1 6'1， 

:17}・

6 8 4 

5 1 6 

1 7 9 
(1り

7'l'l 

5 16  

l.23900 

”虚約8、6万屯
掃梅等 約 2、2万屯
潜水艦 約 0、3万屯
補給 約と 3万屯

l'1 9檄内ヘリ・コフークー 1.7機
勺3..,4万 ー・

7 7 7・賊斗螂27{E86E2l. 
• E86D 6 ' 

嘩閥蕊 3
. i 

薗送機膝 3
初級~o.·

1~ーダー五閃。0人要地防空ら大敵~ 4,0.0人・
人 員 計 約4、.2万

5.l6 

.. • 

i
 

」".

戸自尉輝造臨恥搭釦四忌
各自衛 の訓練用弾薬

a●
`
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関主国 ．一

係と本務童新

すし会長光開

るて談官外発

も ‘ • は ‘務・表

の防現口；・ 大 -

で 術 在 バ 臣

あ と行 ・・・ト 、と ： 

・り安ゎ卜 ・•そ
• `‘奎れソの

両保てン

因障い国行

．ののる回は

防各会次本

術渾談官日

関問 ..([)・・そ午
保退•第の后
ょ・9 に二他三

・りつ回と時

• 生・い目会国
すてで談翁 '

るの．あ ・し省

多友るたに
数好・ l:> .0 ぉ

の ・ 的本 • い

問意日 て
追見の・ ．、

に．交 会

亘換談
つにに

た
・

＇別
紙

.（⇒ ．． 

ヽ

， 

・イ・

9‘ 

... ..  

., 
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August 29, 1955 

The Defense Problem 

1. Japan坦 salway5 endeavored to live up to the e:x：一

pectation of the United States,• as expressed in the. Pr~amble 

of the Security'1'reaty of 195:t, by ass~g increasi.I匹 the

I'esponsibility. for its ovm de.fe坦 eagainst direct and ind.ire ct 

aggressibi．ぬre . rec~ntly h迂 •e£;forts in this direction have 

been血 ensifiedfolio匹 theconclusion of the. Mutual Defen$e 

Assi吐皿ce 知~em.ent of'.'i954. Our natj.<?n,・ ·whi~h -Was tot匹

demilitarized a氏 erth~ war,・ is thus gq江gto have se耳 -defense

r orces listed in Tab~e I, by the end of・ March 1956.. 

2....In the face of ・all the匹st-wareconomic and financial 

difficulties, the build-up of national.. defense would have been 

i.in:possible but for紐西江anmilitary.assistance under the Mutual 

Defense -A~si~tanc·~ 年¢-nt andother£-so£ ass益tancepro立ded

by_ the United States・,. for平 chwe are pr-of o四西．grateful.

3. We recognize; however, the inadequacy of the above-

nient-ioned defense powel:°.• _We. ・are nowゅ rkingon a s:ix-~ar plan_ 

:for its au~entation, start_ing'fr四 theJapanese fiscal year 

1955. Urrler this plan, the land forces will be increased so as 

:-; to 
-●  
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to bring.up the total to_ 180,000 by_ the end of JFY 1958; the 

sea forces to 3ム，000men紅 xivessels tot・alling 123,900 tons; 

and the air forces to 1,300 planes andム2,000men by the end 

of JFY 1961. -The details of the above increase by year are 

en皿 eratedin Table II. ・ 

Ne ~less to say.Jthe real認 ationof this long-range defense 

program泣 11dep血dupon uninterr_upted、developnentof Japanese 

econo叩 as海 11as continued assistance from the .Uni.t~d States,. 

4: We believe tl口tthis ・pro臣 amwill render. it possible 

for the United St.at~s to withdraw臣 adua.].lyits arm.ed forces 

from Japan, starting •with 1匹 iforces. ・ If the血 ricanGoverh--

ment心 aIU?-0111;ccits 江tention ね ．d~ so, it will芦 oducea 

sal.utar-f effe~t on the public psychology. It will awaken the 

Japanese people to f.ullr・ealization that the defense of・ th匹

c・ountry is・ a resp:msibility of thei.r own. I~ w.i.坦 take.the 

edge_ of~ the arguments of the op:ponents oi • se耳 -defense江辛men£.

It. will greatly facilitate the task of the GoYernment to pusp 

its national defense program • 

.It.isalso de廷 edthat the_ Uni~ed states Government give 

consideration to a substantial. reduction of ・the monetary defense 

・contribuもion平 chJapan naw bears under the Administrative 

Agreement匹 aneventual abolition-of the. monetary contribu-

t ion _ syst・臨 it s elf in view -of ・ t he fa ct that the 芦 o pos ed. 

six-year pl.a丘 will泣 posea huge fina.n.cial. burden on the Japanese 

Goverrunent. 
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Government，・年 dthe 匹 saged泣 thなawalof United States land 

forces made pos.sible thereby will ・red江cethe yen eヰ erxiiture・ 

of the United States.forces required for the procurement of 

goods -and services in Japan.← 

5. i"le feel that the time has come年 nit would be for 

the be玩 interestof. the two countries to review th~ situation 

with the object of con~luding a new defense treaty 11hich平

・ replace the eヰst江 Security• Treaty. 

At the tiine・ of the :si~g of the Security Treaty,・_ un印匹d

Japan was not in a戸sitionto.式a迅asa partner on equal footing-

in a ・coユlective、securitysystem.、 Moreover., the t~en prev益止工g

血叩江~t_at:i:on of her new Con平itution,.as well as_ her _financi吐印d

e_conam:ic conditions, have祖 deit証 possiblefor the Japanese 

Govern.r.竿 ntto conclude-a bilateral agreeroont of military nature 

on a mutual basis. Now that Japan currently匹 ssesses~rmed 

.. forces which exceed those ;f soz:匹 member~untries of NATO. or 

SEATO, a!fd wh..ich areね beexpanded under the proposed six-year 

plan, itゅ uld_seem・that the time is ripe for_ the conclusion of 

a new defense_ treaty between the two countries on a mutual basis 

・1ibich will t咄 e_theplace -of.the present ane—sided· S印 urity

Treaty, 

This 

,・ 
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Tlヰsnew treaty might be戸 tternedaft~r those of the _ 

treaties s認nedby the United States泣 thAustralia, New Zealc:.nd, 

The Philipp江 es,・Kor:e_a, China and others,・ and i..riclude provisions 

concerning mutual defehse to the effect that each Party泣 1l

;r-ecognize that a,n armed attack.in the We式 Pacific紅 eadirected 

against the territories, or the ar、casunder the administrative 

jurisdiction, of the other would be・dangerous to its o加 peace・

and safety, and declare. that it would act to meet th,e co皿 on

danger in accordance泣 thits constitutional ·pro¢ess~s . 

， 
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Table~. 

Strength of the Self-Defe匹 eFarces 
As -of the恥 dofi知 ch,1956 

1・盆oundSelf-Defense Force. 

＾ 

a• Number of U平armed,Personriel 150,000. 

b. Orga:cヰzation.

・2 C。rps1如adquarters

6 Regions JDiv.isions) 

2廓bileCombat Te苧s(Regiment吐 C.ombatTe四）

2. 泣迫ritili1eSelt'-Def_ense ・For一竺・

a. Number'ot・ ・Uni.for呻 dPer$ohn~l 20,3斑．

b..亙avalVessels 
‘ J  

`~ 凸竿 Number -

t
 

£
 

a
 

r
 

c
 

ー。tr
S

L

 

DDDEPppaSSAMSMSBMLCLLS
郎

ヽ•

Old Japanese 
Destroyer 
FS 

4
5
耳

1
6
1
3
3
1
1
5
0
枯

1

2

Total 

Total ìonna早

芦

&~0 tons 
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ら位rcraft

竿

. P2V 

.AD （TBM) 
・P況 (PBY)
S55 
PV2 
炉 (JRF).
Bell 
芯

五

r
 

e
 

泌
泣

8
5
1
7
L
2

主

>_

3. Ai.r __ Se耳—Defense..Force. 

a. ・ Number of'. Uniformed ~er-sonnel ll,500 

b •. 心 craft

.,． 凸 lfumber 

F85F. 54・・ 
G46 J..6 
Total 70 
T34 123 
T6 (SNJ). 156 
T33 ~ 68 

TOta1 寧

・Gr紅注 Total 卑 拿

e. Radar 

• Numbero£ 評rsonnel , 2,350 



Table耳．

..． . .  

SIX-YEAR DEFEN幽 PLANPREPARED BY T郎 NA'I'.IONALDEFENSE AGENCY 

9, 

Year K ― 

J.954 19 5 5 i956 1957 

Gro1μ1d Self- ・un江o:nned 氾0，①O -150,000 160,000 170,000 
Defense Forces 

CiVili匹 10,000 立，000 13 ;ooo 14,OOO 

Rese匹 es i¢OO 5,OOO 8;000 ・ 11~000 

｀ 
ton・ ton ton ton 

Maritime Self- Vessels 66,990 75~200 815000 84~650 
Defense Forces 

Aircrai't 尼 .. 83 121 139 
(Including (9) .. J8) (9) (13) 
helicopters) 

Air 函耳— Combat Planes 16 70 166 332 
Defe四 eForces 

Tr吐土ぶgPlaneB lを 347 439 474 

Rein.arks.; This plan has been.made on the assumption that ~he foli0泣ngassistance will 
be given by the United States of仙田riCà

l. 
.●  

I
 

＇ 

• I .!. I • 
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... 2 ... 

l.•H江d_-~tems or _th~ Ground・ $elf- Defen~e Forces. 

(a) 血 tialEqui戸 ents.fortheinc匹aseof personnel. 
(b) Rep誌 cements tobegr函U吐収 replacedby domest~c 匹eduction)
(C) Repair P年 S{tobe写 ad叫均 1,eplacedby d呻 sticproduction) 

・ 2. A..i.r craft, of恥 it涵 andAir Self-D~fense Forces, provided Japan Is share 
of欲戸証esin the芦．od1;1ctionof ~86F and T- ~~A will be gradually 
incr紐 sed.

3. The carrying arms of new.均—built vessels of Mari"t;江 eSelf-Deiens・e Farces. 

4. Armmmitim fortraining6f'each Sel£-Defen.se応rce..

,_ 

．．． 、

、ヽ
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Table II (continue(¥) 

; s立—rnAR DEFENSE PLAN PREP紐EDBY• 四E 血TIONAL DEFENSE AGENCY.. 

-3 -

Ye叫
し・ ・ .. ． 

l958. 1959 1960 1961 

ssifi-＼ 
・・cation 

Gh>urid Uni.formed 180,000 1OO,ooo Regi叫 ．（Di吐 sions). 6 
Self- 枷 bile・ {~ombat Tea.ms 4 
.Defense Civill珀 S 均，000 15;000 
Forces 

Reserves 以，QOO ・ 17,000 20,000 20,000: 

ton・ ・ ton ・ton ・・ ton ton 
Marit立班9 Vessels・ 的，750 ·95~770 108,980 立3,900DD, DE etら ... 86 000 ， 
Self-
Defense Mine-S西e戸rs, • ね，000
Force~ etc. 

Sub血丘i匹 s 3,000 

SUpゃrting 13,000 
Vessels. 

心 craft ).55 167 179 179 planes including 17 hell-
(Inc.1.uding 

(17) Total o.r I3ersonnel 
copters 

h心 copters) (17) (17) 341000 

，
 

9, 1 
ー`
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Air 
Se耳—
Defense 
Forces 

Combat 
Planes. 

516 
・・,: ". 

• 6 8 4 

‘.
 

＼
 

T'7 777 Fighter Sq屯 drons '27
(F86F 21)(F必~ 6) 

R ． 
e connaisaance 

. Squadro四 3

Tran5p:>rt 
.. ・ Squadrons J 

Trヰヰ屯 ．

• 町anes ........ ; 

498 516 5].6 516 Prim四 ． ・130
Baaic・・ ]56 
Jet・ 230 

Rad江 BaBe5. 4,60Q 
(Number of persortne]..) 

Anti..:aircraft ・・ ・ 
紅tillery_・,b~t- 2,400 
tallions (4) ・ 

. ~(Number of personnel) 
Total. o£ 
和raonne]. 42,000 

......,.... ,...;.．．． 

ノ
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ヽ
r _.戸._, 

ン
ー
ボ
JV
ト
が
含
ま
れ
て
い
た
。

日
本
国
副
総
理
兼
外
務
大
臣
重
光
葵
は
、
国
務
長
官
ジ
ョ
ン

・
フ
ォ
ス
ク
ー

・
ダ
レ
ス
及
び
他
の
米
国
政

外
務
大
臣
と
同
席
し
た
主
な
人
々
は
、
農
林
大
臣
河
野
一
郎
、

日
本
民
主
党
幹
事
長
岸
信
介
、
駐
米
大
使

井
口
貞
夫
、
国
際
連
合
日
本
政
府
代
表
部
長
加
瀬
俊
一
大
使
及
び
内
閣
官
房
副
長
官
松
本
涸
蔵
で
あ
る
。

外
務
大
臣
及
び
そ
の
一
行
と
会
談
し
た
米
国
の
官
吏
に
は
、
国
務
次
官
ぐ
ー
バ
ー
ト
•

フ
ー
ジ
マ

．I

•
J
r

、

国
防
次
官
J
V
l
‘
ベ
ン
•
B

.；
パ
ー
ト
ソ
ン

・
J

r

、
統
合
参
謀
本
部
矮
長
ア
ー
ナ
ー•
W
•
ラ
ド
フ
ォ
ー
ド

，
 

ク
ー
、
国
務
副
次
官
ロ
パ
ー
ト

・
マ
ー
フ
ィ
ー
、
国
防
次

、
海
軍
大
将
、
国
際
協
力
庁
長
官
ジ
ョ
．
ン
・
ホ
リ
ス

官
補
ゴ
ー
ド
ン
・

グ
＞
イ
、
駐
日
大
使
ジ
ョ
ン
•

M
•

ア
リ
ソ
ン
、
国
務
次
官
補
代
理
ウ
ィ
リ
ア
ム・
J
.

府
高
官
と
の
間
の
三
日
間
に
わ
た
る
会
談
を
終
了
し
た
c

（
訳
文
）

共

同

声

明
/'、
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昭
和
三
十
年
八
月
三
十
一
日



和
を
確
保
す
る
た
め
に
、

題
に
関
す
る
現
在
の
討
議
、
及
び
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
お
け
る
来
る
べ
含
外
相
会
蕨
に
つ
い
て
世
界
的
な
観
点
か

ら
、自
由
な
、
か
つ
、
忌
憚
な
合
意
見
の
交
換
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
極
東
情
剪
に
つ
い
て
も
討
漆
が
行
わ
れ
た
。

し
て
自
由
を
支
持
す
る
米
国
の
政
策
を
説
明
し
た
。

＇重
光
外
務
大
臣
は
、

の
径
験
に
徴
し
、
自
国
の
政
策
を
解
明
し
た
。
国
務
長
官
及
び
外
務
大
臣
は
、
大
規
模
な
戦
争
の
急
迫
し
た

て
お

b
、
平
和
の
よ

b
良
い
見
通
し
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
自
由
世
界
が
引
続
合
結
束
す
る
こ
と
が
必
要

外
務
大
臣
は
、

決
意
を
表
明
し
た
。

ダ
ン
ス
長
官
は
、

最
近
の
国
際
情
勢
、

ー`
J
.

日
米
両
国
間
に
お
い
て
、

で
あ
る
と

g
う
見
解
に

一
致
し
た
。

日
本
が
、
そ
の
外
交
政
策
の
礎
石
と
し
て
、
米
国
及
び
自
由
世
界
と
の
協
力
を
維
持
す
る

こ
れ
に
関
連
し
て
、
国
務
長
官
と
外
務
大
臣
は
、
板
東
に
お
け
る
安
定
及
び
永
続
的
平

危
険
は
遠
の

g
た
よ
う
で
あ
る
が
、
国
際
惰
勢
、

）`
 

一
層
緊
密
な
協
力
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と

.

.
 L、

特
に
福
東
の
惰
努
に
は
、

い
ま
だ
不
安
定
な
要
素
が
残
っ

ソ
連
邦
及
び
中
国
に
苓
け
る
自
ら

全
般
的
な
平
和
の
増
進
に
導
く
べ
含
あ
ら
ゆ
る
方
途
を
忍
耐
強
く
探
究
し
つ
つ
、
確
乎
と

特
に
ジ
ニ
ネ
ー
ヴ
に
お
け
る
「
頂
上
」
会
談
の
意
義
、

国
際
連
合
に
治
け
る
軍
縮
問



こ
と
に
意
見
が
一
致
し
た
。

＇
日
本
の
安
全
保
障
に
関
す
る
基
本
的
諸
問
題
が
討
議
さ
れ
た
。
外
務
大
臣
は
、

当
の
水
準
に
達
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、

る
べ
含
旨
の
竪
い
決
意
を
表
明
し
た
。
外
務
大
臣
は
、

力
増
強
に
関
す
る
諸
計
画
を
説
明
し
た
。

継
続
的
な
協
暇
の
過
程
に
お
い
て
検
討
さ
れ
、

日
本
が
、

し
た
。

を
箆
め
、

日
本
の
防
衛
力
が
現
在
相

日
本
の
能
力
の
範
囲
内
に
お
い
て
防
衛
力
漸
増
の
政
策
が
継
続
さ
れ

日
本
の
防
衛
当
局
が
最
近
作
成
し
た
日
本
の
防
衛
能

こ
れ
ら
の
諸
計
画
は
、
東
京
に
お
け
る
日
米
防
衛
関
係
に
関
す
る

か
つ
、
戦
略
上
の
要
請
に
照
し
て
随
時
再
検
討
さ
れ
る
べ
含

で
含
る
だ
け
す
み
や
か
に
そ
の
国
土
の
防
衛
の
た
め
の
第
一
次
的
責
任
を
執
る
こ
と
況
で
含
‘

か
く
て
西
太
平
洋
に
お
け
る
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
さ
る
よ
う
な
諸
条
件
を
確

し
た
。
ま
な

立
す
る
た
め
、
実
行
可
能
な
と
合
は
い
つ
で
も
協
力
的
な
基
礎
に
た
っ
て
努
力
す
べ
含
こ
と
に
意
見
が
一
致

.

.
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こ
の
よ
う
な
諸
条
件
が
実
現
さ
れ
た
場
合
に
は
、
現
行
の
安
全
保
嘩
条
約
を
よ

b
相
互
性
の

両
国
政
府
が
共
通
の
関
心
を
有
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
引
続
含
協
議
す
べ
含
こ
と
に
意
見
が
一
致

ー
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し
た
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強
い
条
約
に
置
含
代
え
る
こ
と
を
適
当
と
す
べ
含
こ
と
に
つ
い
て
も
意
見
が
一
致
し
た
。

こ
の
よ
う
な
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
．、
東
京
に
お
い
て
防
衛
問
題
に
関
す
る
日

米
両
国
代
表
間
の
協
議
を
行
う
べ
ぎ
こ
と
、
及
び
そ
の
協
漉
に
当
つ
て
は
、

る
に
伴
い
、

ア
ジ
ア
に
お
け
る
関
連
し
た
事
態
を
考
恵
し
つ
つ
、
米
国
の
地
上
部
隊
を
漸
進
的
に
撤
退
ご
せ

る
計
画
を
街
立
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
慮
を
払
う
べ
含
こ
と
に
意
見
が
一
・致
し
た
。

在
日
米
軍
の
支
持
の
た
め
の
日
本
の
財
政
的
寄
与
の
問
題
に
関
し
て
は
、
今
後
数
年
間
に
わ
た
る
漸
減
に

関
す
る
一
般
的
方
式
を
設
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
に
つ
い
て
意
見
の
一
致
を
見
た
。

外
務
大
臣
は
、

調
し
、
ま
た
、

念
ら
に
、

，
 日

本
の
経
済
的
地
位
を
改
審
し
、
生
活
水
準
の
向

日
本
自
体
の
防
衛
力
が
増
大
す

日
本
が
諸
外
国
、
特
に
ア
ジ
ア
の
諸
国
と
の
貿
易
を
伸
張
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強

日
本
が
・カ
ッ

・ト
の
正
式
加
盟
国
と
な
る
た
め
に
米
国
が
与
え
た
援
助
に
対
し
て
謝
意
を
表
明

ダ
ン
ス
長
官
は
、
米
国
の
法
律
に
基
く
ア
ジ
ア
の
自
由
諸
国
の
経
済
発
展
の
た
め
の
援
助
に
関
す
る
現
在

の
楕
想
を
述
べ
た
。
目
下
計
画
さ
れ
て
い
る
諸
措
置
は
、



表
朋
し
た
。

五

上
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
日
本
の
努
力
を
容
易
に
す
る
で
あ
ろ
う
と
ぃ
●
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
同
長
官
は
、

外
国
民
間
投
資
が
日
本
及
び
ア
ジ
ア
地
域
内
の
他
の
諸
国
に
お
い
て
経
済
開
発
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
含
る

外
務
大
臣
は
、
米
国
の
管
轄
権
の
下
に
あ
る
戦
争
犯
罪
人
の
早
期
釈
放
を
要
請
し
た
。
国
務
長
官
は
、
問

戦
争
犯
罪
人
釈
放
の
問
題
を
継
続
的
に
か
つ
緊
急
に
検
討
す
べ
含
旨
を

占
領
期
間
中
日
本
に
供
与
さ
れ
た
経
済
援
助
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
な
ん
ら
大
合
な
障
害
が
残
っ
て
い
な

い
こ
と
、
及
び
東
京
に
お
け
る
本
件
に
関
す
る
両
国
政
府
間
の
交
渉
を
早
期
に
妥
結
さ
せ
る
た
め
極
力
努
力

今
次
会
談
を
通
じ
、

す
る
こ
と
に
意
見
が
一
致
し
た
。

日
米
両
国
の
代
表
は
、

ー

・

日
本
は
ア
ジ
ア
の
大
国
と
し
て
、

ア
ジ
ア
の
安
定
と
平
和
と

に
貢
献
す
る
た
め
、
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
友
好
的
に
協
力
し
て
積
極
的
役
割
を
果
す
べ
合
で
あ
る
と
認
め

だ
。
両
国
代
表
は
、
．
日
本
が
国
内
安
定
の
確
立
、
国
民
経
済
の
再
建
及
び
防
衛
能
力
の
強
化
に
努
力
し
て
い

題
の
複
雑
性
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

こ
と
を
強
調
し
た
。

＂ -. 
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， 

る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
日
米
両
国
間
の
継
続
的
協
力
の
た
め
一
層
強
固
な
基
礎
が
存
在
す
る
こ
と
に
意
見
が

一
致
し
た
。
重
光
外
務
大
臣
及
び
ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
、
両
国
が
相
携
え
て
、
か
つ
、
他
国
と
と
も
に
世
界

の
平
和
と
自
由
の
強
化
の
た
め
の
任
務
を
遂
行
し
う
る
た
め
に
、

る
両
国
政
府
の
決
意
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
。

こ
の
協
力
関
係
を
さ
ら
に
拡
大
せ
ん
と
す

六
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August 31, 1955 

JOINT STATEl¥1ENT 

Mamoru Shigemitsu, Deputy Prime Minister and Foreign Minister 

of Japan, has concluded three days of discussions with Secretary of 

State John Foster Dulles and with other high United States officials. 

・ The Foreign Minister was accompanied among others by Ichiro 

Kono, Minister of Agri~ulture and Forestry; ・Nobusuke Kishi, Secre• 

tary-General. of the1 Japan Democratic Party; Ambassador to. the 

United States Sadao Iguchi; Ambassador Toshikazu Kase, Japan's 

Permanent Observer to the United Nations; and Takizo I¥1atsumoto, 

Deputy Chief Cabinet Secretary. 

American offidals who met with the Foreign Minister and mem• 

bers of his party included: Under Secretary of State Herbert Hoover,_ 

Jr.; Deputy Secretary of Defense Reuben B. Robertson, Jr.; Chairman 
＼ 

J ・ of the Joint Chiefs of Sta.ff Admiral Arthur W. Radford; Director, 

International Cooperation Agency, Mr. John Hollister; Deputy Under 

Secretary of S土ateRobert Murphy; Assistant Secretary of Defense 

Gordon Gray;・ Ambassador to・ Japan John M. Allison; and Acting 

Assistant Secretary of State Wiiliam J. Sebald. 

A free and frank exchange・ of vi•ews from the global viewpoint 

was held concerning more recent international developments, notably 

the implications of the "Summit" Meeting at Geneva, the present 

United Nations discussions. on disarmament, and the impending Con-

ference of Fo~.eign l¥1inisters. at Geneva.. The Far Ea.stern situation 

was also discussed. Secretary Dulles.explained the policy.of the U・

nited States t o support freedom firmly while exploring patiently every 

ave~ue which may,lead to the enhanc_ement of general peace. For-

eign Minister Shigemitsu drei;;v:_ on _hjs experience in the Soviet Union 
and China -in interpreting his nation's policies. The Secretary of State 

and the Foreign Minister concurred in the view that while the imme-

- 1 -



diate danger of major'war had 

elem--=nts of uncertainty in・ the 

perhaps 

situation particularly in the 

and・ that the continued solidarity of the free world is needed to 

tain improved prospects of peace. 

・The Foreign 

operation 

Minister 

with the United States and the free world as the cornerstone 

of its ・foreign policy. 

recognizing the desirability 

countries1 f~l:" the・ purpose of securing staQility 

.iring peace in the Far East, 

their Governments 

the Foreign l¥1inister, 

tion between their 

e 

concern. 

The basic 

In this connection the 

should 

problems 

Minister 

of 

Foreign 

reached a considerable level 

indicated 

expressed Japan's resolve to 

that 

and 

agreed 

continue on 

Japanese 

receded 

that 

security. 

Japan's 

expressed 

there 

Secretary 

of 

stil]・

maintain 

of State 

closer 

consultations 
. 

various problems 

were 

defense 

the firm 

of 

strength 

． 
remam 

Far East 

rnam・ 

coopera-

between 

mutual 

discussed. 

has 

CO・

and 

and 

The 

now 

determination 

・ー

ー

，

t
|ー
ー

＇
t

．i
、.
L...

 

lー

__ ,
1
i
9'l
0
9ー
・
~
ー

limit of Japan's explained 

Japan's defense 

f ense authorities. 

in the 

that the policy of progressive increase will 

capacity.、＇ He _ 

capabilities recently formulated by the 

It. was agreed that these 

continuing course of 

St 

the 

plans 

consultations 

・・es-Japanese defense relationships and 

be 

the 

continued 

plans 

in 
should be 

time ~o time in the light of strategic_ requirements. 

It was agreed that efforts should be made, 

for 

Japanese 

should 

Tokyo 

within the -・ヽ
increasing 

be 

on 

de・ 

studied 

United 

reviewed from・ 

on a cooperative basis, 

as rapidly as possible, 

of its homeland 

establish conditions su_ch that Japan could, 

assume pri~ary -responsibility for the 

and be able to c~mtribute to the preservation 

to 

whenever practicable 
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defense 

of inter-

national peace and security in the Wesfern Pacific. It was also agreed 

that when such conditions are brought abo~t i_t would be appropriate 

to r・eplace the present Security Treaty w~th one of greater mutuality. 

With the conclusion of such a treaty as an objective, 

ther agreed that consultations would 

2 

take place in 

it was fur-

Tokyo between •.
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a
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Japanese and United States representatives on defense problems and 

that in such consultations consideration will be given to the establish・ 

ment of schedules for the progressive withdrawal of United States 

ground forces as Japan's own defense capacity increases and taking 

into account. the related situation in Asia. 

On the problem of Japan's financial contribution to the support 

of United States forces in Japan, there was agreement on・ the desira・ 

bility of establishing a general formula for pro四 essivereduction over 

the next several year~-

The Foreign Minister emphasized Japan's need to expand its trade 

with other countries particularly in Asia and expressed appreciation 

for the help of the United States in assisting Japan to become a full 

member of・ the General Agreement on Tariffs and Trade. 

Secr~tary Dulles expressed current thinking about assistance for 

the economic development of the free nations of Asia pursuant to 

1. United States legislation. It was recognized that the measures planned 

(would. facilitate -j apa~•s efforts to im;rove i~s economic positi~n and 

attain a・ higher l5ta,ndar9 of living. The Secretary stressed the contri・

bution to ecnorriic development y;hich could be made by foreign pri・

vate inv~stment both in Japan and in other・ countries of the area. 

The Foreign Minister requested the early release of war criminals 

under United States jurisdiction. The ・secretary of State described 

the complexity of the problem and indicated that the question ?f the 

release of the war criminals will be kept under continuous and urgent 

examination. 

It was agreed that no m;ajor obstacles remain to settlement for 

economic assistance rendered to Japan. during the occupation and 

that utm・ost efforts will be made to bring the Negotiations in Tokyo 

on this subject betwe~n the two .~ov~x:-nrnents to an early conclusioii. 

Throughout these talks the represe~tatives of the United States 

and Japan recognized that Japan, as a major power in Asia, should 

C
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play an active role in friendly cooperatio..,I). with other Asian nations 

in contributing to stability and peace in Asia. They agreed that in 

view of Japan's efforts to establi~h internal $tability, reconstruct the 

坦tional economy and strengthen・ its defense capacity, there is a 

firmer basis for continuing cooperation between the United States and 

Japan. Foreign Minister Shigemitsu and Secretary of State DulJes 

confirmed anew th~ determination of their Governments to expand 

this relationship further so that they together and with others may 

pursue their work for the consolidation of w9rld peace and freedom. 

J 

4 -


